
  

第 1 回 	第 1 回 	 化 粧 心 理 学 と 照 明 技 法化 粧 心 理 学 と 照 明 技 法 		
	

	 令 和 元 年 9 月 2 8 日 に 実 践 色 彩 講 座 2 0 1 9 第 １ 回 講 座 を 開 講 し ま し た 。 嬉 し い こ と に 、

受 講 者 か ら 「 今 ま で 体 験 し た こ と の な い 色 彩 講 座 で 面 白 か っ た 」 と の メ ッ セ ー ジ を 	

頂 き ま し た 。 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 篠 田 博 之 （ 立 命 館 大 学 	 教 授 ） 	

	

①① 木 戸 彩 恵 氏 （ 関 西 大 学木 戸 彩 恵 氏 （ 関 西 大 学 		 准 教 授 ） 心 理 学 的 観 点 か ら 見 る 化 粧 行 為 の 意 味准 教 授 ） 心 理 学 的 観 点 か ら 見 る 化 粧 行 為 の 意 味 	

②② 岩 井岩 井 		 彌 氏 （ パ ナ ソ ニ ッ ク彌 氏 （ パ ナ ソ ニ ッ ク ( 株 )( 株 ) ） 肌 を 美 し く 演 色 す る 照 明 と 化 粧 照 明 技 法） 肌 を 美 し く 演 色 す る 照 明 と 化 粧 照 明 技 法 	

③

	

③ 山 田 雅 子 氏 （ 埼 玉 女 子 短 期 大 学山 田 雅 子 氏 （ 埼 玉 女 子 短 期 大 学 		 教 授 ） 色 彩 家 の た め の 化 粧 心 理 学教 授 ） 色 彩 家 の た め の 化 粧 心 理 学 	

	

	

	

■ 2 0 1 9 	1 0 / 1 3 	 第 ２ 回 「 ア ク セ シ ブ ル デ ザ イ ン で ワ ク ワ ク 社 会 に 」 １ 日 単 位 で の 受 講 を 受 付 け て い ま す 。 	

■ 2 0 1 9 	1 1 / 9 	 	 第 ３ 回 「 姫 路 城 の 白 壁 か ら 学 ぶ 修 復 技 法 と 白 の 魅 力 」 姫 路 城 の 修 復 を 詳 細 に 記 録 し た ビ

デ オ を 昼 食 時 間 に 流 し ま す 。 普 段 は 決 し て 見 る こ と の で き な い 大 変 貴 重 な 資 料 で す 。 ご 期 待 く だ さ い 。 	

日 常 多 く が 実 践 す る 化 粧 行 為 の 意 味 づ け

を 、 文 化 心 理 学 や 社 会 心 理 学 の 最 新 の 知 見

を も と に 講 義 さ れ た 。 と く に ジ ェ ン ダ ー や

文 化 に よ る 差 が イ ン タ ビ ュ ー 研 究 デ ー タ

か ら 明 ら か に さ れ た 。 受 講 者 自 ら の 意 識 を

見 つ め 直 す 時 間 も あ り 有 意 義 で あ っ た 。  

照 明 光 源 の 主 流 に な っ た L E D 光 源 に つ い

て の 解 説 か ら 始 ま り 、 L E D の 特 色 を 生 か

し た 応 用 と し て 、 肌 や 化 粧 に 効 果 的 な 照 明

光 や 照 明 技 法 に つ い て 紹 介 さ れ た 。 実 際 の

機 材 を 用 い た デ モ も 盛 り だ く さ ん で 、 実 体

験 を 通 し て 講 義 内 容 を 理 解 し た 。  

 

女 性 の 美 し さ に つ い て の 考 察 か ら 始 ま り 、

日 本 人 の 肌 色 観 に つ い て 、 女 子 大 学 生 の 調

査 結 果 か ら 講 義 さ れ た 。 と く に 自 身 に 対 す

る 評 価 と 理 想 と の 間 の 差 が ジ ェ ン ダ ー に

よ っ て 異 な る こ と や 、 肌 色 観 の 構 成 要 素 に

つ い て 学 ん だ 。 受 講 者 も ワ ー ク に 取 り 組 む

こ と で 内 容 理 解 に 役 立 て た 。  
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